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平成23年度　町の功労者を表彰▲

浜中町地域医療講演会「みんなで守ろう地域の医療」を開催しました　　　△

農業委員会情報　ＶＯＬ．12△

まなぶん　〈榊町小学校〉　－身近な地域の素材に学ぶ－△

霧多布高校通信　－風にも負けず、自分にも負けず　力走・マラソン大会－△

もうすぐお正月！！お酒は楽しくほどほどに

皆の思いでに残る最後の学芸会での演技
（₁₀月₂₃日　西円朱別小学校閉校記念学芸会）
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︼
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❀
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泰　

さ
ん

善
行
表
彰

　

町
民
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
善
行
の

あ
っ
た
方
。

︻
公　
　

益
︼

❀
浜
中
桜
北　

赤　

石　

美
枝
子　

さ
ん

❀
釧
路
市　
釧
路
方
面
遊
技
業
協
同
組
合

　
理
事
長　

中　

村　

和　

利　

さ
ん

❀
千
葉
県　
有
限
会
社　

野
﨑
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締
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志　

さ
ん

在
住
功
労
表
彰

　

年
齢
が
八
十
歳
以
上
の
方
で
、
現
に
本

町
に
五
十
年
以
上
在
住
し
、
町
の
発
展
に

尽
く
し
て
き
た
方
で
、
以
前
に
表
彰
を
受

け
ら
れ
た
こ
と
の
な
い
方
。

（
基
準
日
…
八
月
一
日
）

❀
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さ
ん

❀
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ス
ミ
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さ
ん

　﹃
平
成
二
十
三
年
度
浜
中
町
功
労
者
表
彰
﹄に
五
十
六
名
の
方
が
選
ば
れ
、
十
一
月

三
日
の﹁
文
化
の
日
﹂に
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
在
住
功
労
を
除
く
方
々
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
浜
中
町
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
本
町
の
政
治
・
経
済
・
文
化
・
社
会
・
福
祉
な
ど

各
般
に
わ
た
っ
て
町
政
の
振
興
に
寄
与
し
、
ま
た
は
多
く
の
人
の
模
範
と
認
め
ら
れ

る
行
為
の
あ
っ
た
方
の
功
績
を
讃
え
、
町
民
に
愛
町
精
神
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
ね

ら
い
と
し
て
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
功
労
表
彰

　

教
育
・
文
化
な
ど
の
振
興
、
ま
た
は
多

年
に
わ
た
り
民
生
の
安
定
な
ど
に
貢
献

し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
方
。

︻
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ん

❀
仲
の
浜　

榊　

田　

久　

勝　

さ
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産
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労
表
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産
業
の
開
発
・
発
展
に
貢
献
し
、
そ
の

功
績
が
顕
著
な
方
。

︻
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業
団
体
︼
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姉
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さ
ん

平
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年
度

町
の
功
労
者
を
表
彰
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◆
む
か
わ
町
穂
別
地
区
の
紹
介

　

人
口
約
三
千
二
百
人
、
高
齢
化
率
が

三
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
穂
別
診
療
所
は

穂
別
地
区
で
唯
一
の
医
療
機
関
で
、
む
か

わ
町
の
鵡
川
厚
生
病
院
ま
で
四
〇
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
苫
小
牧
市
の
二
次
医
療
機
関

ま
で
七
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
、
浜
中
診
療

所
の
医
療
環
境
に
大
変
似
て
い
ま
す
。

◆
医
療
崩
壊
へ

　

表
だ
っ
て
は
医
師
三
名
で
二
十
四
時
間

三
百
六
十
五
日
救
急
を
や
っ
て
い
て
穂
別

の
町
は
医
療
も
安
定
し
て
い
る
と
目
に
映

り
ま
す
が
、
実
際
に
は
当
直
対
応
が
年
間

一
人
百
二
十
日
に
も
な
り
、
地
域
に
一
生

居
て
く
れ
る
先
生
は
い
な
く
、
一
人
辞
め

た
ら
、
ま
た
必
死
で
一
人
探
し
て
補
充
す

る
こ
と
の
繰
り
返
し
で
し
た
。
時
間
外

受
診
は
町
報
で
訴
え
て
も
減
ら
ず
年
間

一
〇
〇
〇
件
あ
り
ま
し
た
。
行
政
は
、
時

間
外
受
診
数
も
当
直
明
け
で
寝
ず
に
勤
務

し
て
い
る
実
態
も
把
握
せ
ず
、
す
べ
て
医

師
に
丸
投
げ
状
態
で
し
た
。
と
う
と
う
医

師
の
補
充
が
困
難
に
な
っ
た
の
で
、
夕
張

か
ら
穂
別
へ
継
続
的
に
医
師
派
遣
を
す
る

シ
ス
テ
ム
を
作
ろ
う
と
平
成
二
十
年
十
二

月
、「
夕
張
希
望
の
杜
」へ
移
籍
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
む
か
わ
町
側
が
交
渉
を
打
ち
切

り
、
四
月
に
は
常
勤
医
が
ゼ
ロ
に
な
る
可

能
性
か
ら
、
三
月
末
で
病
棟
も
閉
鎖
し
医

療
崩
壊
寸
前
ま
で
陥
り
ま
し
た
。

◆
当
時
の
住
民
、
行
政
の
動
き

　

住
民
組
織
の
「
診
療
所
友
の
会
」
が
中

心
と
な
り
、
講
演
会
の
開
催
や
署
名
活
動

を
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

行
政
は
各
地
区
で
住
民
説
明
会
を
開
催

し
、
コ
ン
ビ
ニ
受
診
、
時
間
外
診
療
中
止

の
説
明
を
し
ま
し
た
。

◆
崩
壊
そ
の
後

　

時
間
外
診
療
、
病
棟
の
再
開
に
あ
た
り

各
地
区
で
住
民
説
明
会
を
開
催
し
協
力
を

訴
え
た
結
果
、
時
間
外
受
診
数
が
三
分
の

一
に
減
少
し
、
行
政
も
町
長
と
の
定
期
的

な
懇
談
会
を
設
け
る
な
ど
、
一
度
崩
壊
す

る
こ
と
で
住
民
、
行
政
に
意
識
が
芽
生
え

て
き
ま
し
た
。

◆
北
海
道
の
地
域
医
療
の
問
題
点

　

医
師
派
遣
を
担
っ
て
い
た
大
学
病
院
の

医
局
は
崩
壊
し
て
い
る
の
で
、
限
ら
れ
た

医
師
に
頼
っ
て
い
る
地
域
の
医
療
は
、
そ

の
医
師
が
倒
れ
る
と
無
く
な
り
ま
す
。

　

行
政
は
大
事
な
判
断
が
で
き
ず
今
後
の

地
域
医
療
に
対
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
い
町

が
多
く
、医
療
現
場
に
丸
投
げ
状
態
で
す
。

自
治
体
財
政
の
厳
し
さ
か
ら
赤
字
を
減
ら

せ
と
言
わ
れ
る
が
、
限
ら
れ
た
地
区
で
は

患
者
は
増
え
ず
赤
字
を
減
ら
す
の
は
難
し

い
で
す
。

　

住
民
は
、
自
治
体
病
院
は
税
金
で
食
っ

て
い
る
か
ら
何
で
も
や
れ
と
言
う
人
、
地

元
の
診
療
所
を
馬
鹿
に
し
て
普
段
は
大
き

な
病
院
に
掛
か
っ
て
い
る
が
時
間
外
だ
け

利
用
す
る
人
な
ど
医
療
現
場
へ
の
理
解
が

乏
し
い
で
す
。
議
員
さ
ん
の
心
の
な
い
発

言
が
医
療
崩
壊
の
引
き
金
を
引
い
た
例
も

あ
り
ま
す
。

◆
理
想
の
地
域
医
療

　

一
、二
年
の
サ
イ
ク
ル
で
も
医
師
が
気
楽

に
来
て
く
れ
る
環
境
が
出
来
上
が
れ
ば
、

地
域
医
療
の
継
続
性
は
保
て
ま
す
。
自
分

の
健
康
管
理
も
含
め
て
、
住
民
が
主
体
的

に
地
域
医
療
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

医
者
が
来
や
す
い
環
境
を
作
る
こ
と
は
す

ぐ
に
で
き
る
解
決
策
で
す
。
医
療
機
関
、

行
政
、
住
民
が
手
を
携
え
て
三
位
一
体
で
地

域
医
療
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

医
療
者
と
住
民
の
間
に
は
大
き
く
深
い
溝

が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、

溝
を
埋
め
る

の
は
難
し
い

が
、
そ
れ
に

橋
を
架
け
る

こ
と
は
で
き

る
の
で
す
。

　

浜
中
町
地
域
医
療
講
演
会

「
み
ん
な
で
守
ろ
う
地
域
の
医
療
」
を
開
催
し
ま
し
た

　

十
一
月
五
日
㈯
に
開
催
し
た
本
講
演
会

に
は
、六
十
四
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

医
療
崩
壊
の
危
機
を
経
験
し
た
む
か
わ
町

穂
別
地
区
の
地
域
医
療
事
情
を
医
師
の
立

場
か
ら
講
演
い
た
だ
い
た
事
で
、
地
域
医

療
に
対
す
る
理
解
と
連
携
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
以
下
、
概
要
に
つ
い
て

ご
報
告
し
ま
す
。

『
医
師
と
行
政
、
住
民
と
の

連
携
で
支
え
る
地
域
医
療
』

む
か
わ
町
国
民
健
康
保
険
穂
別
診
療
所

所
長
　
一
木
　
崇
宏
　
先
生

◆
地
域
医
療
と
は

　

医
療
人
、
住
民
、
行
政
が
三
位
一
体
と

な
り
、
地
域
の
限
ら
れ
た
医
療
資
源
を
最

大
限
有
効
に
活
用
し
、
継
続
的
に
包
括
的

な
医
療
を
展
開
す
る
こ
と
で
す
。

◆
地
域
医
療
機
関
の
役
割

　

地
域
包
括
ケ
ア
や
プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
と

い
っ
た
、
ど
の
よ
う
な
問
題
に
も
対
応
し
、

病
気
を
治
す
だ
け
で
は
な
く
病
気
の
前
後

や
健
康
な
と
き
に
も
関
わ
り
生
活
全
体
を

支
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
特
に
地
域

で
高
齢
者
が
多
く
な
る
と
、
治
療
か
ら
介

護
や
支
援
へ
の
転
換
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
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農
業
委
員
会
情
報

ＶＯＬ．12
【編　集】
浜　中　町
農業委員会
農 政 部 会

　
農
業
委
員
会
へ
の
質
問
や
ご
相
談
は
、

左
記
ま
た
は
、
地
域
の
農
業
委
員
ま
で

浜
中
町
農
業
委
員
会

☎
六
五－

二
一
二
九
（
直
通
）

次
回
の
農
業
委
員
会
情
報
は
三
月
号
掲
載
予
定

で
す
。

農業委員会総会議の報告
第２回委員会総会（平成23年８月31日開催）

付議議件
　議案第１号　�農地法第３条の規定による許可申請について
　議案第２号　�農地法第４条の規定による許可申請について
　議案第３号　土地の現況証明願について
　議案第４号　�財団法人北海道農業開発公社への農用地買

入協議について

第３回委員会総会（平成23年９月28日開催）
付議議件
　報告第１号　�農地法第18条の規定による合意解約について
　報告第２号　�経営移譲年金裁定請求について
　議案第１号　農用地利用集積計画作成要請について
　議案第２号　�浜中町農業経営基盤強化促進基本構想の変

更に係る承認について

第４回委員会総会（平成23年10月31日開催）
付議議件
　議案第１号　�農地法第３条の規定による許可申請について
　議案第２号　土地の現況証明願について
　議案第３号　�農地利用集積円滑化団体への農用地買入協

議について
　議案第４号　�農業経営基盤強化促進事業による利用権設

定等申出について
　議案第５号　農業委員会職員の任免について

浜中町農業者年金協議会
代議員会が開催されました
　農業者年金の加入者や受給者の連携
を図り、農業者年金制度の拡充・強化
のための諸対策の推進に努め、農業者
の老後の生活安定と農村福祉の向上に
資することを目的に活動している浜中
町農業者年金協議会の代議員会が８月
31日に開催されました。
　当日は、代議員として各地区酪農振
興会の代表、農業委員、関係機関・団
体の代表者が出席し、農業者年金制度
の安定的な発展と農業者の求める制度としていくため
に、今後も制度普及促進を継続するための慎重審議が
行われました。

地区名 代議員氏名 地区名 代議員氏名

茶　　内 嵯　峨　弘　巳 東円朱別 山　本　　　聡

茶内第一 岩　田　　　勇 浜中・熊牛 梅　原　昌　美

茶内第三 児　玉　　　巌 姉　　別 小　松　孝　志

西円朱別 田　村　保　之 厚　　陽 岩　城　倫　昭

《農業者年金の詳細な問合せはJA浜中町、当農業委員会へ》

知
っ
と
き
た
い
！

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人
資
格
と
は

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
選
挙
人
は
、
有

権
者
が
毎
年
一
月
一
日
現
在
を
基
準
と
し
て
、

一
月
十
日
ま
で
に
申
請
書
を
農
業
委
員
会
に

提
出
し
、
そ
れ
を
農
業
委
員
会
で
審
査
・
判

断
を
行
い
、
一
月
三
十
一
日
ま
で
に
浜
中
町

選
挙
管
理
委
員
会
に
意
見
を
付
し
て
送
付
し

ま
す
。
そ
の
後
、
選
挙
管
理
委
員
会
は
選
挙

人
名
簿
と
し
て
調
整
し
、
縦
覧
期
間
を
経
て

三
月
三
十
一
日
に
確
定
し
、
翌
年
三
月
三
十

日
ま
で
据
え
置
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
の
選
挙
人
は
一
般
の
選
挙
の

選
挙
人
と
は
異
な
り
、
申
請
方
式
と
な
っ
て

お
り
、
選
挙
権
の
要
件
も
異
な
っ
て
い
ま
す
。

○
選
挙
権
の
要
件
と
は

　

�　

浜
中
町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
有
権

者
は
次
の
三
つ
の
要
件
を
全
て
具
備
し
て

い
る
方
で
す
。

　

1
浜
中
町
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
者

　

2�

年
齢
が
満
二
十
歳
以
上
の
者（
一
月
一
日
現
在
）

　

3�
三
〇
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
、
耕
作
の

業
務
を
営
む
者
か
、
耕
作
の
業
務
を
営
む

者
の
同
居
の
親
族
、
ま
た
は
そ
の
配
偶
者

で
年
間
お
お
む
ね
六
〇
日
以
上
耕
作
に
従

事
し
て
い
る
者
。
又
は
三
〇
ア
ー
ル
以
上
の

農
地
に
つ
い
て
、
耕
作
の
業
務
を
営
む
農

業
生
産
法
人
の
組
合
員
、
社
員
又
は
株
主

　

※�

過
去
一
年
間
に
お
い
て
、
お
お
む
ね
六
〇
日

以
上
農
耕
に
従
事
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る

者
は
、
病
気
療
養
中
の
者
、
ま
た
は
老
齢
者

等
で
も
、
今
後
全
く
農
耕
に
従
事
で
き
な
い

と
認
め
ら
れ
る
特
段
の
事
由
が
な
い
限
り
、

選
挙
権
及
び
被
選
挙
権
を
有
し
ま
す
。

　

十
一
月
十
四
日
か
ら
十
八
日
に
か
け
て
、

農
業
委
員
会
に
よ
る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
利

用
状
況
調
査
）
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
は
、
町
内
す
べ
て
の
農
業
振
興
地
域

を
対
象
と
し
て
行
い
、
期
間
中
は
農
業
委
員

会
委
員
が
中
心
と
な
り
、
昨
年
の
調
査
で
遊

休
農
地
等
と
評
価
さ
れ
た
農
地
を
中
心
に
一

筆
ご
と
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
、
農
地
法
に
基
づ
く
「
利
用

状
況
調
査
」
と
「
耕
作
放
棄
地
全
体
調
査
」

を
兼
ね
て
お
り
、
耕
作
放
棄
地
の
把
握
、
農

地
法
に
よ
る
許
可
（
届
出
）
案
件
の
履
行
状

況
確
認
、
農
地
の
違
反
転
用
の
有
無
、
贈
与

税
・
相
続
税
納
税
猶
予
特
例
適
用
農
地
の
営

農
状
況
調
査
、
不
法
投
棄
な
ど
に
よ
る
不
適

切
な
農
地
の
利
用
の
確
認
等
を
主
な
目
的
と

し
、
全
国
の
農
業
委
員
会
で
実
施
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

　

調
査
の
結
果
、
耕
作
放
棄
地
と
確
認
さ
れ

た
農
地
に
つ
い
て
は
、
所
有
者
に
対
し
耕
作

放
棄
地
の
解
消
に
関
す
る
意
向
調
査
を
実
施

し
、
実
情
に
応
じ

た
支
援
活
動
を
実

施
す
る
と
と
も

に
、
国
や
町
の
解

消
支
援
事
業
の
活

用
や
解
消
指
導
を

行
い
、
さ
ら
に
は

農
地
流
動
化
の
推

進
を
関
係
機
関
と

連
携
し
進
め
て
い

き
ま
す
。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
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～ 12月は「資源物リサイクル活動奨励交付金」の搬入最終月～
　近頃、すっかり寒くなって来ました。厚着などして、体を冷えないようにしないとね。
　そして、12月は自治会・町内会による資源物搬入の最終月となります。これは、冬場は路面
が悪く、資源物を運搬するのに危険が伴うた
めです。
　皆さんの自治会・町内会では、どのくらい
の資源物を回収しましたか？今年も10万円以
上の資源物を集めた所は、あるでしょうか？
ぜひ、この活動を積極的に推進し、みんなで
環境意識を高めていきましょう！地域の活動
資金も増えるし、一石二鳥。
　これからも、ボクは、ごみが出ないようマ
イバックを持つことや分別を頑張ります。

●今回のごみ分別ポイントは「ごみの出し方」じゃ！
　季節は12月、路面も凍って滑る時期が来たのう。車の運転などには気をつけないとな。
　そこで、先週、車のタイヤを冬用に交換していたのじゃが、ワシはあるものを発見し
たぞ。ちなみに、その日は「燃えるごみ」の収集日。しかし、収集に出している袋から「風
呂のフタ」が飛び出ていたのじゃ。これはいかん。指定袋に入りきらない物は、粗大ご
みになるぞ。
　フタを開けずとも、結果はレッドカードじゃ。ごみや資源物を収集に出す場合には、
袋から飛び出ないよう注意してくれな。

　　　　面倒なことでも、小さなことからコ ツコ ツ と！
　　　　　　　　　それがごみ分別マスターへの一番の近道じゃ！！

№55　ごみ博士のごみ分別ワンポイント！

レジポくんからのお知らせ！

※�　浜中町では昭和48年からごみの有料化が始まり、平成18年度には、ごみの収集・
料金が見直され、現在の体制となりました。
　�　レッドーカードについても平成18年度に導入され、町民皆様には徹底した分
別により、ごみの減量化を計っていただいております（分別種類５分類17種類）。
　�　今後もこの分別を推進し、環境に配慮した取組みを進めて行きたいと考えてお
りますので、ご協力よろしくお願いします。

秋の一斉清掃終了！
　10月30日㈰から各自治会・町内会で、
秋の一斉清掃が行われました。今回は、
約４ｔのごみが回収されました。
　皆様、大変お疲れ様でした。
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年末・年始　役場業務のお知らせ

●役場本庁、茶内・浜中支所は
　12月31日㈯から１月５日㈭まで休みとなります。

　※�婚姻・出生・死亡（火葬関係）など、戸籍の届出
は随時受付いたします。

●�巡回バスは、12月31日㈯から１月５日㈭まで運休
し、１月６日㈮より運行します。

診　療　所　名 休　　業　　期　　間

浜 中 診 療 所

☆�12月31日㈯から１月５日㈭は休
みとなります。

○�ただし、12月30日㈮は午前診療・
午後は休診とします。そのため、
健康診断は検査等の関係により受
付しませんのでご了承願います。

茶 内 診 療 所

☆�12月31日㈯から１月５日㈭は休
みとなります。

○�ただし、12月30日㈮は午前診療・
午後は休診とします。そのため、
健康診断は検査等の関係により受
付しませんのでご了承願います。
なお、休業期間中であっても、医
師在宅時に限り、急患の対応をい
たします。

浜中歯科診療所
茶内歯科診療所

☆�12月29日㈭から１月４日㈬まで
休みとなります。

�窓口業務など�

●12月31日㈯　　　　　10：00～16：00まで
●１月１日㈰　　　　　６：00～16：00まで
●１月２日㈪・３日㈫　10：00～16：00まで

（入浴受付はいずれも15：00まで）

　�１日～３日までは、新春企画の一環として、入浴料
金の割引サービスを実施いたします！

割引料金　　大人　350円　小人　150円

　※�上記以外の開館時間は、通常どお
り10：00～22：00までです。

　※１月の休館日は、４日㈬です。

�ふれあい交流・保養センター「ゆうゆ」�

�文化・スポーツ・観光施設�

施　　設　　名 休　　館　　期　　間

総合文化センター 12月30日㈮～１月６日㈮　☎62-3131

農業者トレーニングセンター 12月30日㈮～１月６日㈮　☎65-2266

総 合 体 育 館 12月30日㈮～１月６日㈮　☎62-3144

勤労青少年ホーム 12月30日㈮～１月９日㈪　☎62-2483

す く ら む 2 1 12月30日㈮～１月６日㈮　☎64-2350

MO－TTOかぜて 12月30日㈮～１月６日㈮　☎64-3000

霧多布湿原センター

　12月27日㈫～29日㈭まで休館とな
ります。30日㈮から１月３日㈫まで
は通常どおり開館しております。
　また、１月４日㈬～２月10日㈮ま
で休館となります。
　※毎週火曜日は休館日です。
　　（11月～４月）
　　　　　　　　　　　　☎65-2779

�医　療�

注
　役場などの休日は、条例により 12 月 31 日
から翌年の１月５日までと、土曜及び日曜、
祝日が休日となっております。
　各施設は、条例などによって別に休日が定
められております。

　※�詳細については、左記施設等に直接電話
で問い合わせください。

＝防災行政無線のお知らせ＝
「☎62︲5333」へ電話していただくと、
浜中町防災行政無線で放送した、24 時間以内
の放送内容を聞くことができます。

●問い合わせ先
　　役場　総務課　防災係　☎ 62-2138
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K
iritappu W

etland Center

霧
多
布
湿
原

　
　

セ
ン
タ
ー
通
信

活　

動　

報　

告

湿
原
セ
ン
タ
ー
懇
話
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

10
月
28
日
に
、
町
議
会
議
員
の
皆
様
を

は
じ
め
、
10
名
に
お
越
し
頂
き
、
懇
話
会

を
開
催
し
ま
し
た
。「
○
○
が
あ
れ
ば
、

湿
原
セ
ン
タ
ー
が
も
っ
と
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
湿
原
セ
ン
タ
ー
が
よ
り
地
域
の
皆

様
に
と
っ
て
身
近
に
な
る
の
か
を
、
３
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
議
論
し
ま
し
た
。

「
イ
ベ
ン
ト
企
画
相
談
室
と
し
て
の
役

割
が
あ
れ
ば
よ
い
」「
町
内
の
子
供
達
の

宿
泊
体
験
を
開
催
し
て
は
」「
浜
中
町
出

身
の
職
員
を
配
置
し
て
ほ
し
い
」「
町
民

が
誇
れ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
の
運
営
」
な
ど
の

貴
重
な
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
結
果
を
今
後
の
計
画
に
反
映
さ

せ
る
と
共
に
、
今
後
も
町
内
の
様
々
な
方

と
の
懇
話
会
を
企
画
し
て
参
り
ま
す
。
湿

原
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
関
す
る
ご
意
見
を

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

お　

知　

ら　

せ

ス
ペ
シ
ャ
ル
ワ
ン
デ
イ
シ
ェ
フ

　

今
年
も
ワ
ン
デ
イ
シ
ェ
フ
が
集
ま
っ
て

自
慢
の
食
材
と
料
理
の
腕
を
振
い
ま
す
。

毎
年
全
て
完
売
す
る
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
ど
ん
な
料
理
か
は
お
楽
し
み
に
。

日　

時
…
12
月
11
日
㈰　

11
時
～
14
時

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
コ
ン
サ
ー
ト

　

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、
フ
ル
ー
ト
、
オ
ー
ボ

エ
に
よ
る
演
奏
が
行
わ
れ
ま
す
。
キ
ャ
ン

ド
ル
の
明
か
り
の
中
で
、
ゆ
っ
た
り
と
し

た
夜
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

日　

時
…
12
月
17
日
㈯　

開
場
18
時
30
分

演
奏
者
…
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ブ
リ
ュ
ム

料　

金
…
大
人　
　
　
　

一
、五
〇
〇
円　

　
　
　
　

高
校
生
以
下　
　

八
〇
〇
円

　
　
　
　

小
学
生
以
下　
　

無
料

※
ワ
ン
ド
リ
ン
ク
付
き
の
料
金
で
す

あ
っ
た
か
初
日
の
出
２
０
１
２

　

も
ち
ろ
ん
来
年
も
開
催
し
ま
す
。
日
の

出
鑑
賞
や
餅
つ
き
な
ど
、
年
初
め
は
湿
原

セ
ン
タ
ー
で
。

開
館
…
６
時　

日
の
出
…
６
時
50
分

冬
期
休
館
の
お
知
ら
せ　

　

２
０
１
１
年
12
月
27
日
～
29
日
、

　

２
０
１
２
年
１
月
４
日
～
２
月
10
日

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
致
し
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

湿
原
セ
ン
タ
ー　

☎
65－

２
７
７
９

http://w
w
w
.kiritappu.or.jp/center/

副
町
長
・
教
育
長
、
就
任
あ
い
さ
つ

　

十
月
二
十
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
町
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
員
各
位
の
ご
同
意

を
い
た
だ
き
、
十
月
二
十
五
日
付
け
を
も
っ
て
副
町
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
に
と
り
ま
し
て
は
ま
さ
に
光
栄
の
至
り
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
反
面
で
は

果
た
し
て
与
え
ら
れ
た
責
務
を
確
実
に
全
う
で
き
る
の
か
、
少
な
か
ら
ず
こ
の
先
に
不

安
を
抱
い
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。

　

町
長
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
政
策
の
実
現
に
向
け
、
そ
の
補
佐
役
と
し
て
し
っ
か
り

機
能
が
で
き
る
よ
う
、
微
力
な
が
ら
も
誠
心
誠
意
努
力
を
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
就
任
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

十
月
二
十
日
に
招
集
さ
れ
た
浜
中
町
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
教
育
委
員
の
任
命
同

意
に
つ
い
て
議
員
各
位
の
ご
同
意
を
賜
り
、
十
月
二
十
五
日
か
ら
教
育
委
員
並
び
に
教

育
長
と
し
て
の
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
は
、
真
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
課
せ
ら
れ
た
責
任

の
重
さ
を
実
感
し
て
は
、
改
め
て
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
身
で
あ
り
ま
す
が
、
町
教
育
行
政
の
充
実
・
発
展
に
微
力
な

が
ら
精
一
杯
の
努
力
を
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
町
民
各
位
の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
こ
こ
に
お
願

い
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

教
育
長　

内
村　

定
之

副
町
長　

松
本　
　

賢
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霧
多
布
保
育
所
と
茶
内
保
育
所
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
パ
レ
ー
ド
の
模
様

で
す
。
み
ん
な
の
元
気
な
「
火
の
用
心
！
」
の
か
け
声
が
町
中
に
響
き
渡

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
寒
さ
が
増
し
、
乾
燥
し
た
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

暖
房
な
ど
の
火
の
取
り
扱
い
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
野
菜
好
き
に
な
っ
て
く
れ
る
か
な
？
」
の
問

い
か
け
に
「
は
い
！
」
と
元
気
に
回
答
す
る
保
育

所
の
お
友
だ
ち
。

　

十
月
二
十
六
日
に
浜
中
町
食
生
活
改
善
協
議
会

の
皆
さ
ん
の
演
じ
た
食
育
劇
で
す
。
野
菜
を
少
し

で
も
好
き
に
な
っ
て
も
ら
お
う
と
、
風
邪
バ
イ
キ

ン
や
野
菜
に
扮
し

て
「
野
菜
嫌
い
を

直
し
て
元
気
な
子

に
な
る
」
を
上
演

し
、
ス
テ
ィ
ッ
ク

き
ゅ
う
り
の
試
食

を
琵
琶
瀬
保
育
所

と
茶
内
第
一
保
育
所
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

食
育
劇
を
行
っ
た
協
議
会
の
皆
さ
ん
は
、

喜
ん
で
食
べ
て
く
れ
る
姿
を
見
て
、
上
演

の
苦
労
も
吹
き
飛
び
、
今
後
も
町
内
全
保

育
所
を
巡
回
し
、
少
し
で
も
多
く
の
子
ど

も
達
に
野
菜
を
好
き
に
な
っ
て
も
う
ら
う

よ
う
に
と
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

　

十
月
二
十
四
日
、政
府
が
検
討
し
て
い
る
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ

Ｐ
Ｐ
）
へ
の
交
渉
参
加
に
対
す
る
反
対
決
起
集
会
が
茶
内
ふ
れ
あ
い
広
場

で
開
か
れ
た
。

　

同
集
会
実
行
委
員
長
の
寒
川
克
己
酪

農
振
興
会
連
合
会
長
は
、「
政
府
は
十

分
な
議
論
を
せ
ず
参
加
を
見
切
り
発
車

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
今
、
日
本
が
一

番
に
行
う
べ
き
こ
と
は
震
災
か
ら
の
復

興
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
反
対
の
決
意
を

浜
中
町
か
ら
全
道
・
全
国
へ
広
げ
よ
う
」

と
集
会
参
加
者
へ
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

集
会
の
後
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
」
の
の
ぼ
り
や
、
様
々

な
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
ち
、
茶
内
市
街
を

デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

　

町
と
し
ま
し
て
も
、
一
次
産
業
に
多

大
な
影
響
が
予
想
さ
れ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

参
加
へ
の
拙
速
な
参
加
へ
は
反
対
し
、

政
府
の
慎
重
な
議
論
を
強
く
求
め
ま
す
。

茶内幼年消防クラブ（10月20日）

霧多布幼年消防クラブ（10月24日）

秋
の
叙
勲

北　

館　
　
　

清　
さ
ん

旭
日
双
光
章（
水
産
業
振
興
功
労
）

　

北
館
清
さ
ん（
新
川
）は
、
平
成
三
年
四

月
に
浜
中
漁
業
協
同
組
合
理
事
へ
就
任
、

さ
ら
に
平
成
十
一
年
一
月
か
ら
は
、
代
表

理
事
組
合
長
と
し
て
、
そ
の
間
、
二
十
年

間
の
長
き
に
わ
た
っ
て
地
域
漁
業
の
振
興

発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
生
活
の
安
定
向
上
・
漁
協
の

健
全
な
経
営
に
努
め
、
サ
ケ
定
置
漁
業
の

完
全
協
業
化
、
ウ
ニ
の
完
全
養
殖
化
、
さ
ん

ま
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
多
く
の
取
り
組
み
で
功

績
を
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
北
海
道
信
用

漁
業
連
合
会
副
会
長
、
根
釧
漁
船
保
険
組

合
理
事
な
ど
の
要
職
も
務
め
て
い
ま
す
。

　
「
受
章
は
、
ま
わ
り
で
支
え
て
く
れ
た
皆

の
協
力
の
お
か
げ
、
組
合
員
皆
の
代
表
と

し
て
頂
い
た
と
思
っ
て
い
る
。」
と
受
章
に

際
し
て
の
想
い
を
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

食育劇で
野菜を好きになろう！

ＴＰＰ反対決起集会に
３００名が集う

幼年消防クラブ
パレードで防火を呼びかけ
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十
一
月
十
一
日
、
別
海
町
の
寺
井
建
設
株

式
会
社（
代
表
取
締
役
寺
井
範
男
氏
）に
よ
り
、

恵
茶
人
地
区
海
岸
の
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
の
影
響

も
あ
り
、
海
岸
に
は
多
く
の
漂
流
物
や
流
木

が
有
り
、
こ
の
活
動
の
お
か
げ
で
一
五
ト
ン

も
の
ご
み
が
処
理
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
一
月

十
八
日
に
は
、
網

走
市
の
株
式
会
社

早
水
組
（
代
表
取

締
役
社
長
山
崎
雅

博
氏
）
に
よ
り
、
国
道
四
十
四
号
線
沿
い
の

農
村
公
園
敷
地
の
草
刈
り
作
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
同
社
は
、
こ
れ
ま
で
も
各
地
で
地
域

貢
献
活
動
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
こ
の
活
動

で
公
園
敷
地
が
大
変
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

両
社
の
こ
の
度
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

●�　冬の安全運動期間中
は、町民の皆さんが交
通安全の取り組みに協
力をし、安全運転の励
行につとめ、大きな事
故がなく終了しました。
　�　また、今年も師走となり、新たな年を迎えるため何
かと忙しくあわただしい時期になりました。
　�　北海道では相変わらず死亡交通事故が発生し大切な
人命が失われています。
●�　この時期は積雪やブラックアイスバーンにより、事
故を起こしやすい時期になりますので、運転手はスピ
ードダウンとシートベルトの着装で安全運転を心掛け、
　○�スリップによる対向車線のはみ出し正面衝突、路外
逸脱事故

　○交差点での出会い頭による事故
　○追突事故
　�　などを起こさないよう、ゆとりのある運転と早めの
ブレーキ操作などにより事故に遭わないようにしま
しょう。

飲酒運転は絶対に止め、浜中町民の尊い生命を守るため、
町民総ぐるみで死亡事故ゼロの継続を目指しましょう。

　　　　厚岸警察署浜中グループ駐在所

交通死亡事故０
ゼロ

継続を目指して
駐 在 所 告 知 板

交通死亡事故０
ゼロ

更新中
浜中町４３６日

（11月15日現在）

寺井建設株式会社による海岸清掃活動

株式会社早水組による農村公園草刈り

統
計
調
査
員
の
皆
さ
ん
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た

山　

本　

政　

信　
さ
ん

北
海
道
社
会
貢
献
賞（
統
計
関
係
功
労
者
）

山　

下　

康　

次　
さ
ん

統
計
功
績
者
表
彰（
総
務
大
臣
表
彰
）

立　

花　

英　

敏　
さ
ん

統
計
功
績
者
表
彰（
総
務
大
臣
表
彰
）

北
海
道
社
会
貢
献
賞（
統
計
関
係
功
労
者
）

　

山
本
政
信
さ
ん（
茶
内
旭
）は
、
昭
和
五
十
年
十
月
に

統
計
調
査
員
に
任
命
さ
れ
て
以
来
、
国
勢
調
査
、
北
海

道
農
業
基
本
調
査
、
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
、
農
業
セ

ン
サ
ス
、
農
林
業
セ
ン
サ
ス
な
ど
に
三
十
年
間
に
わ
た

り
統
計
調
査
員
と
し
て
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

北
海
道
社
会
貢
献
賞
（
統
計
関
係
功
労
者
）
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
山
本
さ
ん
は
、
酪
農
業
に
従
事
す
る
傍
ら
、

多
く
の
統
計
調
査
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
、
統
計
調
査

を
通
じ
て
浜
中
町
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
下
康
次
さ
ん（
厚
陽
）は
、
平
成
二
十
二
年
国
勢

調
査
調
査
員
と
し
て
の
功
績
、
ま
た
、
過
去
八
回
に

わ
た
り
国
勢
調
査
員
に
従
事
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

統
計
功
労
者
表
彰（
総
務
大
臣
表
彰
）を
受
け
ま
し
た
。

山
下
さ
ん
は
、
酪
農
業
に
従
事
す
る
傍
ら
、
国
勢
調

査
を
始
め
、北
海
道
農
業
基
本
調
査
、農
業
セ
ン
サ
ス
、

世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
な
ど
多
く
の
統
計
調
査
に
携

わ
っ
て
こ
ら
れ
、
統
計
調
査
を
通
じ
て
浜
中
町
の
振

興
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

立
花
英
敏
さ
ん（
羨
古
丹
）は
、
平
成
二
十
二
年
国
勢

調
査
調
査
員
と
し
て
の
功
績
、
ま
た
、
過
去
九
回
に
わ

た
り
国
勢
調
査
員
に
従
事
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
統

計
功
労
者
表
彰（
総
務
大
臣
表
彰
）を
受
け
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
昭
和
四
十
年
一
月
に
統
計
調
査
員
に
任
命
さ
れ

て
以
来
、
国
勢
調
査
、
漁
業
、
農
業
、
商
業
、
事
業
所

等
統
計
調
査
に
三
十
年
間
に
わ
た
り
統
計
調
査
員
と

し
て
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
北
海
道
社
会
貢

献
賞（
統
計
関
係
功
労
者
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
立

花
さ
ん
は
、
漁
業
に
従
事
す
る
傍
ら
、
各
統
計
調
査
に

携
わ
り
、
浜
中
町
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

地域貢献活動
ありがとうございます
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休日公証相談のお知らせ

日 時　12月23日（金、祝日）　10：00～16：00
場 所　釧路市末広町７丁目２番地　金森ビル１階
　　　　　釧路公証人役場
相談内容　�遺言、相続、任意後見、尊厳死宣言、お金

の貸し借り、賃貸借、離婚に伴う養育費・
慰謝料・財産分与など

相 談 料　無　料
申込方法　�相談を希望される方は、12月22日㈭までに、

電話予約をお願いします。
●申し込み・問い合わせ先
　釧路公証人役場　　　　　　　　　☎0154-25-1365

除雪業務のお知らせ

●�除雪は、降雪量が５～10㎝を目安に判断するほか、委託
パトロールの状況報告や各地区からの情報提供を受け、
町で検討し出動するかを判断します。
●�降雪量が少量の場合は、町有車両貸与業者のみで除雪作
業を行う場合があります。この際、除雪が遅れることが
ありますので、ご理解をお願いします。
●�降雪中（吹雪）及び夜間の除雪は、作業事故の要因にもな
り、原則としていたしません。
●�除雪要請は、個々に要請せず各自治会長又は除雪連絡員
を通じ要請するようお願いします。
●�除雪委託業者は、町からの出動要請が無いかぎり出動しませ
んので、業者に直接要請することの無いようお願いします。
●�大雪・吹雪などにより除雪作業が困難になった路線につい
ては、通行止めをすることがあります。ただし、通行止めに
あたっては、原則として迂回路がある路線とします。

　冬道の安全を確保するため、除雪作業を次のとおり
取り進めていきますので、ご協力をお願いいたします。
除雪の要請は各自治会長・除雪連絡員へお願いします

除雪に関する５つのお願い
１．路上駐車はやめましょう。
２．車道への雪出しはやめましょう。
３． 車歩道上に物を置かないようにしましょう。
４． 玄関先から、道路へ出る間口除雪は各家庭

で行ってください。
５．除雪車に近づかないようにしてください。
《スムーズな除雪作業にご協力ください。》

12月は道と浜中町共同の
「地方税滞納整理強調月間」です注意！冬山登山

　釧路総合振興局と浜中町は、税の公平性を保つため、
共同で徴収対策を強化し、差押え等の滞納処分を実施
します。
　まだ納めていない方は、すぐに納めるか、納税の相
談をしてください。
●道税の相談窓口
　釧路総合振興局　納税課（釧路市浦見２－２－54）
　☎0154-₄3-9175（直通）
　（「釧路支庁」が「釧路総合振興局」に変わりました。）
●町税の相談窓口
　役場　税財政課　収納係　☎62-2174（直通）

　冬山登山をする際には、次の点を徹底していただく
ようお願いします。
○綿密な登山計画を立てましょう！
　�　登山コースの設定や日程など十分検討し、体力や
技術に応じた無理のない計画を立てましょう。
○単独登山はやめましょう！
　�　冬山の単独登山は、危険と隣り合わせです。経験
豊富なリーダーのもと複数による登山に努めましょう。
○冬山の装備を携行しましょう！
　�　冬山の装備（特に、雪崩ビーコン、スノーシャベル、
プローブ）、燃料、食料等を十分に準備し、ＧＰＳ、
携帯電話等による通信手段を確保しましょう。
○常に気象情報を確認しましょう！
　�　事前に気象情報を確認するとともに、登山中にお
いても最新の気象状況を入手して慎重に行動しま
しょう。
○登山計画書は必ず提出しましょう！
　�　登山計画は、家庭・職場・所属山岳会等に知らせ
ておくとともに、登山計画書を最寄りの警察署、交
番・駐在所に提出しましょう。

北海道警察本部
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今
月
の
食
材
は
「
た
こ
」
で
す
。

「
た
こ
と
根
菜
の
炒
り
煮
」

【
材
料
２
～
３
人
分
】

　

☆
ゆ
で
タ
コ（
細
い
部
分
）…
２
０
０
ｇ

　

☆
人
参
…
…
…
…
…
…
…
…
２
０
０
ｇ

　

☆
ご
ぼ
う（
皮
を
こ
そ
げ
る
）……
１
５
０
ｇ

　

☆
サ
ラ
ダ
油
…
…
…
…
…
…
大
さ
じ
１
杯

　
　

☆
酒
…
…
…
…
…
…
…
…
大
さ
じ
１
杯

　
　

☆
だ
し
汁
…
…
…
…
…
…
２
０
０
㏄

　
　

☆
醤
油
…
…
…
…
…
…
…
大
さ
じ
１
杯
半

　
　

☆
み
り
ん
…
…
…
…
…
…
大
さ
じ
１
杯
半

　
　

☆
砂
糖
…
…
…
…
…
…
…
大
さ
じ
１
杯
半

【
作
り
方
】

①
た
こ
は
３
㎝
長
さ
の
斜
め
切
り
に
し
ま
す
。

②�

ご
ぼ
う
は
１
㎝
厚
さ
の
斜
め
切
り
に
し
、
水

に
５
分
ほ
ど
さ
ら
し
て
水
け
を
切
り
ま
す
。

人
参
は
半
分
に
た
て
割
り
に
し
、
１
㎝
厚
さ

の
斜
め
切
り
に
し
ま
す
。

③�

フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
熱
し
て
①
②
を
良
く
炒

め
ま
す
。
Ａ
を
加
え
、
煮
立
っ
て
き
た
ら
Ｂ
を

加
え
混
ぜ
、ふ
た
を
し
て
１
０
分
ほ
ど
煮
ま
す
。

④�

煮
汁
で
炒
り
つ
け
る
よ
う
に
し
て
汁
け
を
完
全

に
と
ば
し
、
ご
ま
を
ふ
っ
て
ひ
と
混
ぜ
し
ま
す
。

（
町
栄
養
士
）

【１／３皿分の栄養素】
エネルギー	 212㎉
たんぱく質	 16.2ｇ
脂　　　質	 4.5ｇ
カルシウム	 67㎎
食塩相当量	 1.7ｇ

Ｂ Ａ

健康維持のため
塩分1日摂取目標量

　◦成人男　9g未満
　◦成人女7.5g未満

　万が一、水道管が凍結した場合は、町指定給水装置
工事事業者に修理を依頼してください。
町指定給水装置工事事業者
　❖㈲畠山電工　　　（茶　内）☎65-2511
　❖㈲矢原電設　　　（茶　内）☎65-2231
　❖丸重種市建設㈲　（霧多布）☎62-2172
　❖第一水道工業㈱　（厚岸町）☎52-0311
　❖太平洋設備㈱　　（厚岸町）☎52-3563
　❖㈱佐藤工業　　　（厚岸町）☎52-2406

水道凍結にご注意を！

整形外科診療のお知らせ

　腰痛、肩痛、膝関節痛等でお困りの方、市立釧路総
合病院から整形外科の先生がお越しになります。

平成24年１月17日㈫10時より
　受診を希望される方は、予約が必要となりますので
浜中診療所（☎62－2233）まで申し込みください。
（随時受付いたしますが予定人員になりしだい締め切
ります。）
　また、先生の都合で診療日が変更になる場合があり
ますのでご了承ください。
　次回は、３月上旬を予定しております。

12月10日から16日までは
「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です戦後強制抑留者の皆様へ

北朝鮮当局による
人権侵害問題に対する

認識を深めよう
北朝鮮人権侵害問題啓発週間とは…
　�　北朝鮮当局による人権侵害問題に関する国民の認
識を深めるとともに、国際社会と連携しつつ北朝鮮
当局による人権侵害問題の実態を解明し、その抑止
を図ることを目的として、平成18年６月に、「拉致
問題その他北朝鮮当局による人権侵害問題への対処
に関する法律」が施行され、国及び地方公共団体の
責務等が定められるとともに、毎年12月10日から同
月16日までを「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」とす
ることとされました。
　�　我が国の喫緊の国民的課題である拉致問題の解決
を始めとする北朝鮮当局による人権侵害問題への対
処が国際社会を挙げて取り組むべき課題とされる中、
この問題についての関心と認識を深めていくことが大
切です。

厚 岸 警 察 署

　シベリア戦後強制抑留者に対する特別給付金を支給
しています。
◦�対象者は、旧ソ連邦又はモンゴル国の地域における
戦後強制抑留者で、平成22年６月16日に日本国籍を
有するご存命の方です。（特別措置法施行日（平成
22年６月16日）以降に亡くなられた方の相続人は請
求できますが、施行日前に亡くなられた方のご遺族
等は、対象となっておりません。）
◦�請求受付期間は、平成24年３月31日です。まだ請求され
ていない方はお急ぎください。請求期間内に特別給付金
の支給の請求をしなかった場合には、支給されません。
◦�請求書をお持ちでない方は、当基金から請求書類を
お送りしますので、至急、当基金にお電話ください。
※�既に特別給付金を支給された方は、再度の請求は出
来ません。
●問い合わせ先
　独立行政法人　平和祈念事業特別基金
　　事業部　特別給付金認定担当
　☎0570-059-204（ナビダイヤル）
　（ＩＰ電話、ＰＨＳからは☎03-5860-2748）
　※受付時間　平日９：00～18：00
　（土曜、日曜、祝日はご利用いただけません）
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№ 126

風にも負けず、自分にも負けず
-力走・マラソン大会-

　路上に舞う枯れ葉と朝晩の吐息の白さが、秋から冬への移り変わりを感じさせます。本校では10月14日にマラソ
ン大会が行われました。雨天のために日程が１週間順延となり、生徒たちはやる気をいつも以上に充填させた「待
ちに待った」開催となりました。
　徐々に冷たくなる風を受けながら、男子は琵琶瀬展望台折り返しの12㎞、女子は琵琶瀬市街折り返しの７㎞の行
程を駆け抜けました。その途上には授業では見られない、生徒の様々な表情がありました。より良いタイムを目指
して一心不乱に前だけを向いて疾走する生徒、息も絶え絶えながらも完走を目指して走り続ける生徒、苦しそうな
表情を浮かべる友人を励ましながらともに走りきろうとする生徒。そこには困苦にくじけそうになる「自分自身」
に負けるまいとする身体的、精神的なた
くましさと、他者とともに協力しながら
歩もうとする心がはっきりと見えました。
　後期が始まって１ヶ月、霧高生たちの
「自分の目標を達成するため」の奮闘は続
いています。そして、このマラソン大会
で見せた「たくましさ」と「他者と協力
する心」で、必ずや目標をつかみ取るに
違いありません。

　榊町小学校の発祥は、1879（明治12）年に開校した「競
進小学校」に遡り、今年で開校133年を迎えました。
　榊町小学校では「ふるさと浜中」を大切にする意味も
含め、「総合的な学習の時間」の一環として「湿原学習」
に取り組んでいます。
　今年度は霧多布湿原センターの協力のもと２回実施し
ました。まず、６月に学校近くの若山沼周辺を散策し、

湿原の成り立ちを学んだり、初めてや
3

ちまなこ
3 3 3 3

に入る体験をしました。２回
目の10月にはベトナムからの国際協力
機構（J ICA）研修生と一緒に湿原セン
ター付近を散策したり、バードコール
を協力して作るなどして、交流を深めることができました。
　これらの活動を通し、四季折々の湿原の美しさを感じたり、湿原の動
植物の生態を観察することができ、さらには、自分たちの生活に深く関
わる海の資源を守るためにも湿原を大切にすることが必要であるという
ことを学ぶことができました。

学校発信情報

「まなぶん」
　このコーナーは、町内の小・中学校における特色ある教育
活動や取り組みを紹介するコーナーです。
　また、愛称の「まなぶん」は、「学ぶ」と地図記号で学校を
表す「文」をあわせたものです。町内小学校10校・中学校５
校を連載でご紹介しています。

生涯学習の
マスコット
“マナビィ”

《榊町小学校》学校データ
（11月１日現在）
校　長　森　　富輝
教　頭　三上　裕生
教　員　数� ２人
臨時職員� １人
事　務　生� １人
児　童　数� 10人
学　級　数� ３学級

－身近な地域の素材に学ぶ－



13

まなびのひろば

おめでとう！新成人！
平
成
二
十
四
年
浜
中
町
成
人
式
記
念
式
典
は

一
月
八
日（
日
）に
挙
行
さ
れ
ま
す

　

平
成
二
十
四
年
浜
中
町

成
人
式
記
念
式
典
は
、
一

月
八
日
㈰
に
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
挙
行
さ

れ
ま
す
。

　

平
成
二
十
四
年
に
成
人

式
を
迎
え
ら
れ
る
方
々
は
、

平
成
二
十
三
年
十
一
月
一

日
現
在
で
次
の
と
お
り
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。（
五
十

音
順
敬
称
略
）

　

お
名
前
が
漏
れ
て
い
る

方
、
町
外
に
転
出
さ
れ
て

い
て
浜
中
町
の
式
典
へ
参

加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

名
簿
へ
の
記
載
と
ご
案
内

状
を
発
送
い
た
し
ま
す
の

で
、
十
二
月
十
五
日
ま
で

に
浜
中
町
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
社
会
教
育
係（
☎

六
二
︱

二
四
八
八
、
ま
た
は

☎
六
二
︱

二
三
九
四
）ま
で
、

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
※
そ
の
後
も
随
時
対
応
い

た
し
ま
す
。）

　

式
典
内
容
等
の
詳
細
に

つ
き
ま
し
て
は
、
直
接
対

象
者
へ
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

　

な
お
、
家
族
の
方
も
記
念

式
典
を
ご
観
覧
で
き
ま
す
。

青　

木　

永　

太

穴　

吹　

綾　

香

池　

田　

絵　

理

伊　

澤　

綾　

乃

石　

橋　

佑　

記

石　

村　
　
　

楓

泉　

谷　

隆　

幸

上　

田　
　
　

唯

内　

村　

恒　

也

内　

村　

純　

也

及　

川　

恵　

子

大　

下　
　
　

歩

小　

椋　
　
　

翼

小　

野　

一　

弥

亀　

井　

雅　

俊

川
原
田　

奈　

々

川　

村　

美　

咲

児　

玉　

勝　

也

酒　

井　

早　

希

佐
々
木　

一　

菜

佐　

藤　

瑠　

美

澤　

尾　

真　

穂

澤　

向　

悠　

太

柴　

田　

真
由
子

白　

川　

和　

輝

新　

保　

絵　

理

菅　

井　

久　

美

鈴　

木　
　
　

茜

須　

藤

■

　

勝　

也

諏　

訪　

健　

太

妹　

尾　

葉　

月

髙　

橋　

千　

穂

田　

中　

将　

生

田　

畑　

大　

地

千　

房　

ま　

り

寺　

本　

真　

弓

德　

光　

晴　

行

戸　

羽　
　
　

楓

豊　

島　

元　

太

鳥　

居　
　
　

譲

中　

川　

あ
り
さ

中　

島　
　
　

良

楢　

山　
　
　

覚

布　

川　

知　

佳

原　

中　

愛　

吏

福　

田　

大　

智

房　

田　

勇　

希

堀　

内　

あ
ゆ
み

堀　

江　

早　

紀

本　

間　

嵩　

祐

宮　
　
　

千　

春

宮　

㟢　

可　

奈

宮　

野　

春　

菜

村　

井　

智　

裕

村　

上　

友
理
絵

森　
　
　

夏　

美

山　

崎　

真　

樹

山　

田　

大　

貴

吉　

田　

早　

穂

吉　

田　

弓　

華

輪　

嶋　

伸　

也

渡　

邉　

信　

博

時代を担う新成人の皆さん、おめでとうございます！

（
昨
年
の
式
典
の
写
真
で
す
）
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子どもたちが舞台で活躍！！学芸会・文化祭！～パート２～
　実りの秋にふさわしく、各学校で学芸会・文化祭が開催され、劇、合唱、合奏、遊戯などの舞台発表や書道、図工・
美術、技術・家庭、垂れ幕、壁新聞などの作品展示が行われました。日頃の学習の成果を発表する場として、保護
者や地域の方々からも、子どもたちの一生懸命な姿や成長した様子にあたたかいご声援をいただきました。

劇「夢花火～僕らの夢は空に咲く～」＜散布小中学校＞

全校　合奏　「彼こそが海賊」　＜浜中小学校＞

全校　劇　「かぐや姫」　＜茶内第一小学校＞

全校　合唱「涙をこえて」 ＜西円朱別小学校＞

小学２年生　劇 「森の仲間たち」＜姉別南小中学校＞

全校　劇　「一休さん」　＜姉別小学校＞

３年生　合唱　「BILEVE、旅立ちの時」＜霧多布中学校＞

６年生　劇「夢からさめた夢」＜霧多布小学校＞

学校教育からの情報コーナー
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「絵本らんど・おはなしタイム」のお知らせ
総合文化センター（２階・図書室）午前 11時より

12月10日（土）

紙芝居『まことくんとおかし』
絵　本『はくしゅぱちぱち』
絵　本『おばけのてんぷら』

12月24日（土）

紙芝居『ねないこだあれ』
絵　本『ぴょーん』
絵　本『まどからおくりもの』

新 着 図 書 案 内

　 　

　あたしはサレン姫の侍女ダシュ
ティ。姫を守るのが、
あたしの務め。だけ
ど…あたしが姫のふ
りをするなんて！？
二人を待ち受ける運
命は？

『ふたりのプリンセス』
シャノン・ヘイル／作（児童書）

『つづきの図書館』
柏葉　幸子／作（児童書）

『ファッションガールズ』
ケリー・マケイン／著（児童書）

『シネマ食堂』
飯島　奈美／著（一般書）

『秋元康の仕事学』
NHK「仕事学のススメ」／編（一般書）

『芸人交換日記 イエローハーツの物語』
鈴木　おさむ／著（一般書）

　≪児童書≫	 『子ども寄席』	 『ひよこのアーサーがきえた！』	
		  六代目　柳亭燕路／著		  ナサニエル・ベンチリー／文　アーノルド・ローベル／絵
	 『リキシャ★ガール』	 『子どもに語るイギリスの昔話』
		  ミタリ・パーキンス／作		  松岡　享子／訳
　≪一般書≫	 『農業で稼ぐ！経済学』	 『犬を殺すのは誰か　ペット流通の闇』	
		  飯田　泰之／著		  太田　匡彦／著		
	 『しくじり姫』	 『鍵のかかった部屋』	
		  ゴマブッ子／編		  貴志　祐介		

　映画「かもめ食堂」「めがね」な
どのフードスタイリス
トの著者が作る映画ご
はん。映画に出てきた
美味しそうなご飯やス
イーツのレシピ70品紹
介。

　大ブレーク中のＡＫＢ48や、美
空ひばりの名曲『川の
流れのように』はどの
ように生み出されたの
か？ヒットメーカーが
明かす企画法や生き方
論。

　結成11年、売れないお笑いコン
ビ「イエローハーツ」。
コンビの今後について
話し合う事を避けてき
た二人が始めた交換日
記。おかしくも切ない
『絆』。

　私、おしゃれ大好き！将来はファ
ッションデザイナーを
目指す女の子ルーシー
だよ。私が書いている
秘密の日記。みんなに
だけこっそり見せちゃ
うね☆

　「青田早苗ちゃんのつづきが知り
たいんじゃ。」田舎の
図書館を訪ねてきた
のは、はだかの王様？
司書の桃さんは毎日、
不思議な出来事に巻
き込まれる。

　4月23日からこども読書週間が始まっています。図
書室では、テーマ『笑顔のヒミツは本の中！』に合
わせ、こどもも大人も楽しめる絵本コーナーや笑顔
になれる読み物などの特別書架コーナーや工作会を
企画しました。ぜひ、来てください。

かんたん工作会
・日　時：５月９日㈯
・時　間：工作会　午前の部　10：00～11：00
　　　　　　　　　午後の部　13：30～14：30
　　　　　読み聞かせ　　　　11：00～11：30

『るるるるる』
五味　太郎／作絵　偕成社

　これは音の絵本です。「るるるるる」「れれ」など、簡単な
文字しかない絵本です。五味太郎の優しい絵の中に、やがて
ゆっくりと言葉がきこえてくる絵本です。だんだんお話も見
えてきますよ。

（読み聞かせの目安　１歳から）

『はみがき　だいすき』
たけいしろう／作　　　　　　
すがわらけいこ／絵　くもん出版

　はみがきしないと、ぼろぼろむしばになっちゃうよ。ごし
ごし、ムシバキンをやっつけよう！はみがきがたのしくなっ
ちゃうね。親子でめくって遊びながら、学べるしかけ絵本。

（読み聞かせの目安　３～６歳）

～読み聞かせおすすめ絵本～
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健康サポート

もうすぐお正月！！

　　　お酒は楽しく
ほどほどに　　　

NO 273　保健師・歯科衛生士・栄養士です

≪酒1単位≫　※食べ物の１単位とは異なります
　○ビール　　：500㎖
　○日本酒　　：１合（180㎖）
　○焼酎　　　：0.6合（110㎖）
　○ウイスキー：ダブル1杯（60㎖）
　○ワイン　　：1/3本（240㎖）

　個人差はありますが、２単位のお酒を肝臓で分解する
には、６～７時間かかります。これは、睡眠によって早
まるわけではありません。
　そのため、前日遅くまで飲んでしまうと、分解が遅れ
て、翌日二日酔いの状態になります。

　今年も残すところあと１ヶ月となり、年末年始が
近づいてきました。普段はあまりお酒を飲まない方
も、普段からよく飲む方も、この時期はお酒を飲む
機会が増えると思います。
　お酒は適量を守りほどほどにして、楽しい年末年
始を迎えましょう。

お酒の適量は「１～２単位」まで！

なぜ二日酔いになるのでしょう？

お酒を楽しく飲むために
（社団法人　アルコール健康医学協会）

　お酒と一緒に薬を併用すると、薬の作用がなく
なったり、逆に強く現れたりします。薬を常用して
いる人は、医師に相談しましょう。

５．アルコール　薬と一緒は危険です
　空腹状態での飲酒は、胃腸の粘膜を荒らしてしま
います。お酒は、たんぱく質や脂質を含んだ食べ物
と一緒に、ゆっくり時間をかけて摂取するようにし
ましょう。

１．食べながら　適量範囲でゆっくりと

　アルコールは、胎盤や母乳を通じて子どもの体内
に入ります。流産や発育の遅れなどを防ぐために、
妊娠中や授乳期はお酒を飲まないようにしましょ
う。

６．飲まないで　妊娠中と授乳期は
　強いお酒は、のどや胃腸の粘膜に強い刺激を与
え、がんの原因となります。また、急性アルコール
中毒の誘因にもなるので、薄めて飲むようにしま
しょう。

２．強い酒　薄めて飲むのがおススメです

　飲酒後の運動・入浴は、予期せぬ事故を招いたり、
急な血圧低下から脳卒中を引き起こす可能性など
があります。注意しましょう。

７．飲酒後の運動・入浴　要注意
　お酒を飲むと、肝臓には中性脂肪が蓄積され、胃
や腸の粘膜も荒れてきます。これらの臓器の修復の
ために、２～３日に１回は休肝日をつくるようにし
ましょう。

３．つくろうよ　週に二日は休肝日

　大量飲酒を長期間続けると、肝臓に大きな負担が
かかります。自分のアルコール量が適量かどうか知
るためにも、定期的に血液検査を受けましょう。

８．肝臓など　定期検査を忘れずに
　長時間飲み続けると、大量飲酒につながり、二日
酔いになってしまいます。ほどほどの時間で切り上
げ、節度ある飲み方を心がけましょう。

４．やめようよ　きりなく長い飲み続け

健康に関する質問やご相談は、下記まで

役場　福祉保健課　健康推進係
☎62︲2307

アルコールの問題でお悩みの方は…
地域活動支援センターの巡回相談をご活用ください。
◆問い合わせ（相談）先：浜中町地域活動支援センター

☎62－2177
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俳　

句

短　

歌

姉別豊栄・深 尾　　 正 さん （56歳）

暮 帰 別・三上　マメ さん （95歳）

丸山散布・荒木　サダ さん （91歳）

茶 内 旭・服部美菜子 さん （44歳）

貰　　 人・大沼ちとせ さん （87歳）

霧多布一区・鳥居はる江 さん （84歳）

養老散布・佐藤　　勇 さん （83歳）

琵 琶 瀬・外舘　　智 さん （58歳）

湯　　 沸・西村　石雄 さん （83歳）

仲 の 浜・坂本　敏子 さん （56歳）

新　　 川・村元　了
りょうせい

生 く ん（了正さん）
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）

　10月末現在（前月比）
●人　口：6,550人　　（－１５）
　　　男：3,180人　　（－　５）
　　　女：3,370人　　（－１０）
●世帯数：2,482世帯　（＋　７）
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やさしく睨む、紅白燈台

お　詫　び
11月号裏表紙「はまなか行事カ
レンダー」に記載しました、町
内各施設の休業・休館日に誤り
がありました。施設を利用され
ている皆様、関係者の皆様に大
変ご迷惑をお掛けしましたこと
をここにお詫び申し上げます。

　11月１日、宮西静雄さん（熊牛
南部）が広報係におもしろい形の
大根を持って来てくれました。
　１本の大根ですが、二股に分か
れた根が根本を掴むように輪を描
いています。葉も、人間の髪型の
様に後ろに流れ、とてもユニーク
な形です。

　11月１日、宮西静雄さん（熊牛
南部）が広報係におもしろい形の
大根を持って来てくれました。
　１本の大根ですが、二股に分か
れた根が根本を掴むように輪を描
いています。葉も、人間の髪型の
様に後ろに流れ、とてもユニーク
な形です。
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はまなか行事カレンダー（12月）

勤
○ 健康教室〔茶内第三〕
（茶内第三母と子の家
　10：00～11：30）

○ 健康教室〔円朱別〕（円
朱別会館　13：30～15：
00）

○ 健康教室〔茶内市街〕
（茶内コミュニティセン
ター　10：00～11：30）

○ 健康教室〔姉別北〕（姉
別寿の家　10：00～11：
30）

○ ハツラツ倶楽部わっ
はっは（総合文化セン
タ ー　10：00～11：30、
茶内コミュニティセン
ター　13：30～15：00）

○ 食生活講座（茶内ト
レーニングセンター　
10：00～14：00）

○ 健康教室〔琵琶瀬〕（琵
琶瀬住民センター　
10：00～11：30）

○ 健康教室〔姉別南〕（姉
別農村環境改善セン
ター　13：30～15：00）

○ 乳児相談（母子健康セ
ン タ ー　10：00～11：
00）

○ 絵本らんど・おはなし
タイム（総合文化セン
ター図書室　11：00～）

Ｍ勤 文体農すＭ 霧 勤
○ 健康教室〔西円朱別〕
（西円朱別農民研修セ
ンター　10：00～11：30）

○ 健康教室〔散布〕（漁
村センター　10：00～
11：30）

○ ハツラツ倶楽部わっ
はっは（総合文化セン
タ ー　10：00～11：30、
茶内コミュニティセン
ター　13：30～15：00）

○ げんきっずくらぶ（母
子健康センター　９：
30～11：30）

○ 健康教室〔茶内第一〕
（ 茶 内 第 一 住 民 セ ン
ター　10：00～11：30）

Ｍ勤 文体農すＭ 霧 勤
○ むし歯予防教室（母子

健康センター　10：00
～11：00）

○ 小学生むし歯予防教室
（母子健康センター　
15：00～17：00）

○ ２学期終業式（町内小・
中学校）

○ 町内小・中学校冬季休
業（１月15日まで）

○ 霧多布高等学校冬季休
業（１月12日まで）

○ 絵本らんど・おはなし
タイム（総合文化セン
ター図書室　11：00～）

Ｍ勤 文体農すＭ 霧 Ｍ勤 体農す勤
○ 風呂の日（ゆうゆ）

Ｍ勤 文体農すＭ 霧 霧 霧 文体農すＭ勤 文体農すＭ勤

●表下段は休業・休館のお知らせです。各記号は下記の施設と対応しております。
　文…総合文化センター　体…総合体育館　農…農業者トレーニングセンター　す…すくらむ21
　Ｍ…ＭＯ－ＴＴＯかぜて　霧…霧多布湿原センター　勤…勤労青少年ホーム

12月あそびのひろば日程
毎週…㊊㊋㊍㊎　　９：00～12：00
　　　　　　　　　（霧多布保育所内子育て支援センター）
毎週…㊊㊋㊌㊍㊎　14：30～16：30　
　　　　　　　　　（霧多布保育所内子育て支援センター）
毎週…㊌　　　　　10：00～12：00　
　　　　　　　　　（茶内コミュニティセンター）※コミセン使用時はお休み
※ ₂₂日㈭は「クリスマス会」を行います！ ₂₉日㈭～１月６日㈮は年末・年始
お休みで、霧多布は１月₁₀日㈫、茶内は１月₁₁日㈬から始まります。

●役場からの伝言板●
◦�浜中町防災行政無線で放送した内容を確
認したい場合は、『☎62-5333』へ電話
してください。24時間以内の放送内容を
聞くことができます。


